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『ことば工学研究領域相関図』
ことば工学研究会はことばに関する研究，特に感性が内在することばを扱うことに関する研究を基本としている．したがって，
例えば，ことばのデザイン，ことば遊び，文学作品などの観賞，生成に関する研究を行う．また，感性を扱うための辞書の生
成も扱っている．このように，いわゆる学際的領域を研究対象としている．感性を扱うための辞書を中心に据えてことば工学
の研究領域（すべてではないが）を鳥瞰すると，この図のようになる．さまざまな分野が絡み合ってことば工学が研究されて
いることがわかると思う（特集：「研究会総覧」pp. 547-548 より）．


